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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・クリスマス担当より当日患者様の演題変更がありました。

Ａグループ　　　　　　　　　　　Ｂグループ
　歌：きよしこのよる　　　　　　　歌：赤鼻のトナカイ・ジングルベル
　踊り：血液ガッタガタ　　　　　　ハンドベル：諸人こぞりて
また、歌詞カード作成しています。未作成患者様分の台紙・歌詞を倉庫保管してるので、来週リハプロでの作成をお願いします。

・シャワー室入り口の戸が入浴日以外にも開いている事があります。入浴やその他で使用し

た後は鍵を閉めてください。

＜患者様連絡事項＞

・清水　由美子様～ツ反の判定を明日の10：00に呂Ｄｒより実施していただきます。

・神田　直樹様～12月14日の15：00に家族来院され面談を行ないます。

・水梨　孝純様～本日排便－2日目の為、予測指示のセンナリド処方となります。

・斉藤　仁和様～12月12日に措置解除となり医療保護に切り替えとなります。当日、主治医不在の為、田名部Drより説明して頂く予定。本日、御家族へ同意書サインして頂いています。

・高橋　礼子様～入浴中に溺水する事があり以下の指示出ています。

　＜安ヶ平Dr指示内容＞

・13日の朝まで食止め

・内服は中止とし、点滴開始となっています。（点滴は3本/1日　24時間キープ）

・酸素開始となっている。（現在は3Lで95％キープできている）

・採血と胸部レントゲンの指示あり実施している（採血は至急FAXで）

・レントゲンの結果、肺炎所見はないが、右肺野に少し陰影あり。骨折所見はない。

・モニター装着の指示あり。

· 点滴自己抜去の可能性ある為、身体拘束の指示あり（四肢体幹）

・急変時は日当直医に報告を行って下さいとの事。

＜予測指示＞

・酸素飽和濃度90％以上キープ。

　低下があれば酸素1～5Lまで調節は可。

身体状態の変化に注意して観察していきましょう。

・採血結果君島Drへ報告。CRP（－）　WBC：5900　正常値の為、抗生剤は使用せず経過みる

との事。高熱となるようであれば報告して下さい。

・水上　キヨ様～高橋　礼子様がモニター装着した事に伴い、モニター中止となりました。

　　　　　　　　状態観察を行って下さい。

・多田　うめ様～家族より、食事時「持ってきた梅干しを食べさせて下さい」と依頼があり

ましたので食事時に提供してください。

＜事故振り返りミーティング＞

（事故内容・状況）

· 高橋　礼子様が入浴中に溺水

9：05　入浴中、浴槽内にて温まっていた。スタッフ見守り中、急に足を滑らせた様で、座ったまますべるように湯の中に頭まで入ってしまう。胸部圧迫にて口腔内より水が中等量でてくる。チアノーゼあり呼吸停止。心肺蘇生開始する。

9：10自発呼吸あり、呼吸回復する。合併症室へ移動し、酸素５L開始。酸素飽和濃度94％

9：15意識レベル回復あり、独語活発にあり。食止め、内服中止、点滴24時間キープ

　　　採血、胸部レントゲン施行　指示あり。

＜状況・原因＞

【入浴室の状況】

・スタッフは3名入っていた（寺澤NS・畑内CW・土岐CW）

→寺澤スタッフ…高橋　礼子様の見守り

　畑内スタッフ…多田　うめ様の着衣介助

　土岐スタッフ…他者誘導しながら昆　善三様の入浴可否についてNSと相談していた

・入浴患者様は5名いた

　→浴室…竹内　恒子様　丹内　栄子様

　　シャワー室…向井　敦子様　坂本　のり子様

　　更衣場…多田　うめ様

なお、高橋　礼子様は女性の入浴最後でスタッフの人員が確保できる時間に入浴を行なっている。

【原因】

・浴槽の湯量は足していた為多かった。

・中介助していたスタッフが他者の入浴状況に目が行って高橋　礼子様の見守りが疎かに

　なっていなかったか→見守りは行なってはいたが浴槽奥の隅におられた。スタッフが手の届かないところにいた。

・高橋　礼子様の精神状態が不安定（疎通不良・夜間不眠・独語など）であった。

＜対策＞

・マニュアルの見直し

　（スタッフが常時見守りを行える時間に入浴させる等）

・湯量や温度を適度にしておく

・介助の必要な方が浴槽に入る際は、スタッフが手をつないで入浴させる。

・疎通が取れなく精神状態が安定していない患者様についてはベビーバスかシャワー浴で

　対応する。

・入浴中の見守りを徹底する。

※今回の事故は他の患者様にも発生する可能性のあるケースの為、考える良い機会となりました。今回の事故ケース検討から患者様の入浴方法の改善を行なって行きましょう。

